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本年度の重点目標

生徒が３学年に進級する時点で進路の

希望が明確になっているように進路指

導を行う必要がある。大学見学の機会

を提供するだけでなく、大学との連携

授業を行うなど、進路活動をより充実

させる。

また、1年次から担任による面談や進

路指導を行い、2年次ではより進路を

意識させるような外部イベントへの参

加や放課後学習指導を実施するなど、

多様な教員が関わることで、生徒の進

路意識を一層高めていく。

・難関大学への進学希望者も一定数おり、在学中は学習

に対するモチベーションが維持されていた。

・経済的な理由から進学を諦める生徒が出る可能性もあ

るため、保護者会において進学にかかる費用について、

より丁寧な説明が必要である。

・大学見学の機会は重要であるが、その時期や回数につ

いては、検討、精査することが望ましい。

・難関大学への進学を実現するために、放課後の時間を

活用するなど、学校としてのサポート体制を強化すべき

である。

・大学生活を具体的にイメージできるよう、日常的に大

学生と交流（学習支援や生活サポートなど）ができる体

制があると望ましい。

定期的な進路希望の把握 ・進路希望調査（4月・7月・10

月・2月）

・進路希望調査をもとにしたコー

チング面談

・生徒の進路希望の状況をタイムリー

に把握できているか。

・コーチング面談を実施できたか。
C

学習状況の把握と生徒自身

の振り返り

・個々の進路希望に応じた学習計

画の立案

・リフレクションノートを活用し

た担任以外の教員からのコーチン

グ面談

・リフレクションノートへの記録が定

着できたか。

・大学進学率

・進路未決定者数

3

現状＞

進学・就職を問わず、生徒が第一志望とする進

路先へ進むことは、本校における最重要課題で

ある。しかしながら、3学年進級時までに希望進

路を明確にできない生徒も一定数存在し、その

結果、進路が未決定のまま卒業を迎える生徒が

いる。

課題＞

　・大学進学率の向上

　・難関大学への進学

　・2年次末までの希望進路先の決定

　・多様な入試制度に対応した対策の徹底

　・家庭学習習慣の確立

適切な進路選択の機会を提

供

・進路ガイダンスの実施

・外部進学説明会への参加

・各コースごとの大学見学会の実

施

・進路ガイダンス及び外部進学説明会

への参加が適切に実施されたか。

B

B

各コースや生徒会活動において、外部

企業や大学と連携した学びを推進する

ことで、地域連携にも一定の成果が見

られた。今後は取組内容を精査し、よ

り効果的に実施することが求められ

る。

また、SNS等を活用した学びの発信に

ついては継続的に実施することができ

なかった。次年度に向けては、各コー

ス教育の充実と並行して、管理職と

コース長の連携を密にし、組織的、計

画的に情報を発信していく。

・外部講師を招聘して講演会を開催し

た。

B

・天王寺区の各地域のボランティアに参

加

・デジタルクリエーターコースのコース

展にて近隣の中学校の美術部が作品発表

・外部の説明会への参加等、適切に実施

できた。

・各コースごとに大学見学を実施した。

・放課後補講などを実施したが、参加者

数が少なかった。

・大学進学率（短期大学を含む）

63.8％と前年を下回った。

・進路希望調査は適切に実施できた。

・進路決定率は92.8％であった。

・外部講師による講演は、生徒にとって良い刺激とな

る。今後は宇宙ベンチャー企業家の講演を取り入れるこ

とで、宇宙ビジネスをより身近に感じられるだろう。

・探究授業では、普段あまり関わりのない生徒ともグ

ループワークをするため、交友関係を広げる機会にも

なっている。

・不登校の生徒の増加がみられる。スクールカウンセ

ラーだけでなく、外部の専門機関との連携が不十分であ

ることが学校の課題の一つとなっているため、そうした

専門機関とのつながりを検討してほしい。

・外部発信については、企業が生成AIを用いてSNS記事

等を作成している事例もあり、生徒にもそのようなスキ

ルを学ばせ、自ら発信する機会を設けるとよい。ただ

し、ネットリテラシー教育を十分に行う必要がある。

生徒の活躍をリアルタイム

に配信できる仕組み（ICT

の活用）の構築

・学内外、対象者を問わないICT

ツール(SNS、HP)による継続的な

情報配信や学校便りの作成

・タイムリーな情報発信ができたか。

・生徒の活動をアピールできたか。

・HPを活用したタイムリーな情報発信

はできたが、SNSによる情報発信に関し

ては質の向上と更新頻度等に課題を残し

た。

B

地域行事・イベントでの生

徒の活躍の場の創出

・地域行事の継続参加

・地域への情報発信

・近隣中学校との連携

・地域のイベントへ参加できたか。

・地域イベントを自ら作り出すことが

できたか。

・動員数

A

2

現状＞

先行き不透明な現代社会を生き抜く力として、

認知能力・非認知能力の育成が求められる。各

授業・コースの学びを学内にとどめるのではな

く、継続的に地域社会と連携することで、更に

各能力を伸ばし、生徒を育成する。

課題＞

　・教育成果の保護者や地域への発信

　・連携先企業の開拓

　・連携の質、回数の向上

地域・企業・大学等の外部

関係機関との連携を強化

・地域、企業、大学等の講演会や

連携講座等のイベントの共催

・各機関と継続したイベントの開

催及びフィードバックの実施

・外部の方の講演会やイベント等が開

催できたか。

・参加者の満足度

達成度 次年度への課題と改善方策 学校関係者からの意見・要望・評価等

1

現状＞

 各コースともに、探究学習について、イベント

の開催やコンテストの入賞などの一定の成果が

出てきている。探究学習を一層深化させ、更な

る実績の創出と進路の実現を目指す。

課題＞

　・入賞等の確かな実績の創出

　・コース横断による探究学習の実施

　・進路への意識づくり

探究学習における地域連携

等を通じた授業内容の質の

向上とともに、生徒一人ひ

とりの成長を可視化する仕

組の構築

・管理職とコース長会議の実施

・コース担当者による他コースの

授業見学の実施

・外部コンテストへの参加

・定期的な実施ができたか。

・適切なフィードバックができたか。

・外部コンテストにおいて、入賞する

ことができたか。

・定期的に実施でき、改善を図ることが

できた。

・QUEST CUP3部門で全国大会に出場

・CLARK AWARDS4部門に出場

A

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況

専門科目の授業環境を整備したこと

で、授業の内容をより発展させること

ができ、外部コンテスト等で成果を挙

げることができた。

一方で、個別最適な学びや協働的な学

びを通じた学力向上については、検定

取得の状況から見てもさらなる改善の

余地がある。そのため、出席不良や学

力不振の生徒に対しては、ICTを活用

した個別支援を強化するとともに、入

学前教育にも注力し、基礎学力の定着

を図る。

・専門的なヒト・モノの環境整備が進み、特化型コース

についても定着しつつあると思う。

・外部コンテスト等への参加は生徒にとって貴重な機会

であり、そこで実績を挙げることで自信にもつながって

いる。

・個別最適な学びや協働的な学びをより充実させるため

には、１年次から着実に取り組ませせることでその定着

を図り、検定等を取得させていくことが重要である。

・生成AIを活用した新たな学習方法を確立し、より効果

的に個別最適な学習を実現していくことが求められる。

・在学中に授業や学校行事などで発表する機会が多く、

その経験は大学生活にも活かされているため、今後も継

続してほしい。

ICTを効果的に活用した学

習方法の充実

・基礎学力の定着に向けた放課後

学習指導

・EdTech教材の活用促進

・アプリを使った学習履歴の確認

・各アプリの使用率の向上

・検定の取得率・合格率

・studyplusでの学習記録

・全検定の合格率 46.2％

 （複数受験の場合は再カウント）

・出席不良の生徒にはEdtech 教材の視

聴の推進

B

専門的な授業の実施にあた

り必要なヒト・モノの整備

・年初及び各学期ごとにコース長

会議を実施

・必要な設備や業務委託先を確保

・計画通りに実施でき、且つ、必要な

機材や業務委託先を確保できたか。

・各コースが必要とする備品の購入

・新たな業務委託契約の実施（デジタル

クリエーターコース・総合進学コース） A

※　評価項目に対応した具体的方策と方策の評価指標を設定する。

　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価 学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年　度　評　価（ 令和7年6月1日現在 ） 実 施 日（令和7年9月8日）

※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。 ※　学校関係者評価は、自己評価の結果を踏まえて評価を受ける。

※　重点目標は３～４つ程度設定し、それらに対応した評価項目（年度達成目標）を設定する。

令 和 6 年 度　学 校 評 価 シ ー ト  学校名 ：専修学校クラーク高等学院天王寺校

生徒一人ひとりの可能性をみつけ、才能を開花させる学校

　1．特化型コース・専攻で「好き」や「得意」を追求する生徒

　2．自ら考え、自ら学ぶ力を身につけ、何事にも主体的に行動できる生徒

　3．夢を見つけ、それに挑戦し、達成を目指す生徒

目指す学校像

・

育てたい生徒像

特色重視の特化型教育で生徒一人ひとりの才能を開花させる
達

成

度

Ａ 十分に達成した  （80％以上）

企業・地域連携授業による非認知能力の向上 Ｂ 概ね達成した       (60％以上)

希望進路の決定と大学進学率の向上 Ｃ あまり十分でない（40％以上）

Ｄ 不十分である      （40％未満）


